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第13章 環境許可証を取引する

用語・意味：

· 許可証は非競争的行動の一因になるとは具体的にどのようなことなのですか。（尾崎）

· いまいち許可書取引制度がうまく分りません？（三浦）

· Ｐ188許可証の総数を変えることとは具体的にはどういうことですか？（梅原）
許可証制度の有効性：
· 許可証取引制度に欠点はないんでしょうか？（奥村）
· 許可証取引制度を設けても環境保全の根本的解決にはならないと思うのですがどうなんでしょうか。（小山）⇒ある程度解決可能
· 許可証制度については賛否両論がありますが賛成ですか？反対ですか？（大埜）
· 許可証取引制度によって、環境の質は犠牲にされていないだろうか、そして、無償ではないといえ、汚染を許可することは倫理上正しいのか？という主張がありましたが、それについてどう思いますか？（伊崎三由紀）
· 汚染削減費用が許可証の価格よりも高いなら、許可証を買うインセンティブがある、とあるが、そうした場合、もしそうする方がおおくなったら汚染は減らないんじゃないんですか？（植村）⇒全体的に同じ
· 環境許可証を市場で取引することは、企業や環境にとっても合理的だと思います。しかし、本当に問題はないのでしょうか？（松本）
· 許可証は汚染が許されるような感じなのであまり賛成できないというのもあるんですが、汚染削減費用が少ない企業が多い企業に売って双方が得するわけなんですが、汚染の高いところはあまり汚染削減しなくていいという事になり、汚染に対しての意識がなくなってしまうのではと思う。それに汚染問題で取引により得をするとかどうなんでしょうか。（山崎）
適用性：

· 許可証を売り買いして汚染を基準値に減らすのはいいと思うが、それだといつまでも許可証を買っている国の汚染量は減らないのでは？（入江）⇒温暖化：経済学的にok

· 許可証取引制度は、課徴金や補助金と比べて、経済的、また有効的に見てとれるようです。しかし、アメリカ以外の国で例を見ないのは何故でしょう。（伊崎慶介）

⇒アメリカ：効率性中心、ヨーロッパ：PPP原則（効率性、公平性をともに達成）

· 許可証取引制度は世界でも有効な手段であることがかかれていますが、日本の取引制度はどの程度まで(アメリカなどと同等くらい？)活用されているのでしょうか。（川又）⇒また導入されていない

その他：

· 資源の過剰利用による長所と短所は？（田中）⇒長所あるの？？

意見・感想：
· 排出許可証取引制度をCo2削減にも導入する動きがあるが、本当にこれでよいのかどうか私にはよくわからない。テキストには長所のコメントが多いが果たしてそうなのか疑問が残る。（植田）⇒どんな疑問？
第14章 環境基準を設定する

用語・意味：

· BOX14.1の内容がよくわかりませんでした。（伊崎三由紀、梅原）
· クラウド・アウトの意味がよくわかりません？（入江）
基準設定について：

· 環境に対して外部性が生じる懸念がある時は、総合的に規制を設定する事が重要だと分かった。この事について、何かコメントはありますか？（田中）
· 直接規制を行うには、環境基準を設定することは必要だと思いますが、どういった方法で基準値を決めているんですか？（奥村）
· 環境基準の決定は難しいようです。最適汚染点で決める以上汚染は許しているわけであり、その決定を一歩間違えることで、汚染に対してルーズになってしまうこともあるのではないでしょうか。（伊崎慶介）
· 環境基準を決めるのに、専門家が決定すると思うが国民の考えの違いや情報問題は大丈夫なのか？（三浦）
· 行政府は規制導入のための情報量がそれほど必要とされないという理由で直接規制を好むとありますが、本当にそれでいいのですか？もっとしっかりとした考えをもって決定を下したほうがいいのではないのでしょうか？それに、本当のところ、直接規制はいいのですか？よくないのですか？（植村）
基準設定の効率性：

· 環境制度を設定するときに教科書に載っていた方法以外で効率性を高める方法はありますか？（大埜）⇒効率性VS緊急性
· 環境基準の設定は、経済的手段との関連から見てても非効率的なものになりますが、規制を設定することが良いと考え方と思いますか？（清水）⇒意味？？

· 直接規制で非効率的な資源利用を引き起こすとは、具体的にどのようなことがあるのですか。（尾崎）
· 便益をベースにすれば一番効率が良いとの事ですが、これは技術や環境をベースにしたときより環境被害は許容されるということになるんですか？（川又）
意見・感想：

· 環境政策を考える際、1つのみの環境媒体を対象にするのではなく、様々な環境媒体をあわせて政策を考えるべきであるという考え方はその通りだと思った。一言に環境問題と言っても様々あるわけだがローカルを考えることがグローバルにつながるのだなぁ～と実感した。（植田）
· いろいろな手段を併用していくのが一番良いと思った。（小山）
· 環境許可証などの経済的手段によって事実的に汚染を認めてしまうことや、環境基準の非効率性など、どちらの政策にも問題はある。それぞれの政策の長所を生かすように、政府は行動する必要があると思う。（松本）
· 教科書ではどうも長期的な考えに反対みたいなんですが僕は全然いいと思うんですが。どうでしょうか？（山崎）⇒質問の意味がよくわからない
